
令和 4年度 総合防災訓練事後アンケートの結果と防災対策の改善について 

 

7月 1日に行われた総合防災訓練における引渡し訓練及び非常食についてたくさんのご意見をい

ただき、ありがとうございました。アンケート結果と、現在学校で検討している改善策について

お伝えします。アンケートには 72件の回答がありました。 

 

１ 引き渡し訓練について 

（１）アンケート結果 

質問項 質問内容 結果（％） 

１ 
引き渡しの流れに

ついて 

〇理解できた 97％ 

△わかりにくいところがあった３％ 

３ 
誘導について 〇わかりやすい 89.6％ 

△わかりにくいところがあった 10.4％ 

５ 
危険な場面につい

て 

〇特にない 95.6％ 

△危ない場面があった 4.4％ 

７ 
円滑な引渡しにつ

いて 

〇円滑であった 97％ 

△待たされることがあった３％ 

８ 
引渡しカードの有

効性について 

〇有効と感じる 85.3％ 

△有効と感じない・他の方法を検討してほしい 14.7％ 

９ 

引渡しを時間差で

行う有効性につい

て 

〇有効と感じる 95.5％ 

△有効と感じない・他の方法を検討してほしい 4.5％ 

（２）改善点について 

項目 改善策 

子どもの乗車につ

いて 

・座り方、ベルトの付け方に配慮がある場合は保護者が行う。 

・特に配慮がない場合や自分で普通に乗車できる場合は、教員が

見届ける。（安全確認は保護者が行う。） 

危険回避について ・誘導係の業務手順やルールを職員に周知徹底する。 

・保護者は最徐行で進み、各自が安全確認を行う。 

引渡し経路につい

て 

・周辺道路及び敷地内経路の説明資料を改善する。 

・周辺道路の危険予測マップを作成、配布し、発災時は保護者の

判断で安全な経路を選択する。 

引渡しカードにつ

いて 

・引き続き保護者に携帯を促す。 

・職員にカードの回収目的を周知徹底する。 

時間差を設けた引

き渡しについて 

・引き続き時間差をつけた引渡しを周知する。 

・時間差の区分について、より現実的な区分を検討する。 

（３）今後の引渡し訓練実施についての検討事項 

・災害想定の変更 

・実施時期、引渡し訓練の単独実施 

・訓練対象者（学部、学年） 

 

 



２ 非常食について 

（１）アンケート結果 

質問項 質問内容 結果（％） 

12 
非常食体験チェッ

クシートについて 

〇有効であった 94.１％ 

・非常食体験対象外 5.9％ 

13 

非常食体験チェッ

クシートの内容に

ついて 

〇参考になった 63.2％ 

・見直しの必要性は示されていなかった 26.5％ 

・非常食体験対象外 7.4％ 

△示されたような改善は難しい 2.9％ 

15 

非常食体験につい

て 

・毎年実施 81.9％ 

・２年に一度実施 15.3％ 

・３年に一度実施 2.8％ 

（２）改善点について 

項目 改善策 

非常食体験チェッ

クシートについて 

・担任が前年度のチェック内容を把握できるよう様式の改善を検

討する。 

・引き続き家庭とやり取りし、非常食選びの参考としてもらう。 

非常食体験実施頻

度について 

・引き続き毎年実施する。 

・非常食を食べる目的をより明確にし、必要に応じて実施頻度を

検討する。 

 

３ 5日分の非常食準備について 

賛同意見 
（11件） 

・保管スペースを確保してほしい。            他 

中間意見 

（８件） 

・賞味期限の制限をなくしてほしい。 

・保管スペースを広げてほしい。             他 

反対意見 
（10件） 

・学校でもある程度用意してほしい。           他 

 

     多くの方は 5日分の非常食の準備に対応できると回答されましたが、家庭での準備が

難しいと意見のあったものは以下のとおりです。 

    ・水：２件 

    ・おかず：２件 

    ・食具：２件 

 

    以上を踏まえ、以下の事項を今後検討します。 

    ・保管スペースの改善 

    ・賞味期限に関するルールの緩和 

    ・全ての児童生徒が必要とする物品の一括購入の可否 


